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大気中炭酸ガス濃度上昇が人体に与える影響の
調査
（東京医科大学第四学年）
○秋好　沢諭，赤羽　学爾，東　　一成，
　井関　　亮，井原　正裕，加世田哲平，
　作田　慶輔，佐々木　徹，鴫原　上弓，
　角谷　　智，田村　利之，千葉　晋平
（生化学）
　友田　嘩夫
　東京のような大都市においては車や工場から炭酸
ガスが大量に放出され，地球温暖化の原因の一つとし
て懸念されている．しかしながら，炭酸ガスは毒性が
低いことから大都市の住民の健康への影響について
は充分に考慮されていない．「東京医科大学基礎医学
自主研究」で1995年来，毎年12月に行なっている調
査により，東京における大気中の炭酸ガス濃度（地上
数十メートル以内）は既に500ppmから600　ppmま
でに増加していることが明らかになった．この値は，
公的機関の発表によるもの（350ppm）と比べ大きな
差がある．また，締め切った室内では炭酸ガス濃度は
1，500ppm以上に上昇することも冬場では普通である
ことが本自主研究の調査で示されてきた．
　一方，大気中の炭酸ガスは肺から吸入されたのち血
液中のカーボニックアンヒドラーゼの作用により重
炭酸イオンに変化する．この重炭酸イオンは血液中で
過剰に生産されると閾値の23mMを越えて尿へ排泄
される．これまで，尿中の重炭酸イオン濃度はほとん
どゼロであると考えられてきた．それはその測定デー
タが約50年前のものであり，大気中の炭酸ガス濃度
も低い状況下での測定であった．私達は尿中の重炭酸
イオンや尿のpHを生化学的に測定したところ，重炭
酸イオン濃度は数ミリモル濃度から数十ミリモル濃
度という非常に高濃度に増加していることを見いだ
した．これらの結果は高濃度の炭酸ガスに長時間暴露
されると，血液の酸塩基平衡がくずれ，酸性血症が引
き起こされている可能性があることを示唆している．
本研究では，東京都とその周辺地域の大気中炭酸ガス
濃度を測定するとともに，炭酸ガスが上昇した室内に
長時間滞在した場合の尿中の重炭酸イオン濃度，NOx
代謝物濃度，pHなどの変動を詳しく検討を行い，炭酸
ガスの生体に及ぼす影響を推測した．
PC－56．
アミロイド沈着を伴うancient　hematoma：5例
の臨床病理学的検討
（病理学第一）
○松林　　純，石田
　泉　　美貴，向井
剛，黒田　雅彦，
清
　Ancient　hematoma（AH）は年余にわたり徐々に増
大する血腫で，過去に外傷や手術などの既往がある例
もある．また，AHの中には画像上軟部腫瘍との鑑別
が困難な症例も認められる．
【方法】東京医科大学病院，東京大学医学部付属病院
にて病理学的に診断されたAH5例について，アミロ
イド沈着の有無を中心に臨床病理学的に検討した．
【結果】年齢は37歳～57歳で，全例男性であった．背
景には外傷の既往（1例）や血友病（1例）があり，術
前の臨床診断は血腫3例，軟部腫瘍2例であった．腫
瘤は最大径6～24cmで，組織学的には線維性被膜を
伴う二二性血腫であった．5例全例にDFS染色で陽
性，簡易偏光による観察で緑色の複屈折を示すアミロ
イドの沈着が線維性被膜に認められた．1例ではアミ
ロイド沈着部位周囲に異物反応や小血管の増生が観
察された．アミロイドは過マンガン酸処理にて陰性化
せず，免疫組織化学的にP－component陽性，　AA
amyloid陰性であった．
【考察】AHではこれまでアミロイド沈着例の報告は
ないが，我々の検索したAH全例にアミロイド沈着が
認められており，本疾患の特徴的な所見であると考え
られる．AHにおけるアミロイド沈着の機序は不明で
あるが，その成り立ちは極めて長期間にわたることが
関与している可能性がある．
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脊柱靱帯骨化症の発症機序におけるTG：Fβ1／
Smad　signalingの役割と，核内転写調節因子
NFxB動態の影響についての研究
（整形外科学）
○小坂　泰一，今給黎篤弘
【目的】当教室ではこれまでの脊柱靭帯骨化症（以下
OSL）に関する研究において，核内転写調節因子
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Nuclear　FactorκB（以下NFκB）の動態がOSLの発
症機序に関与していること，Transforming　growth　fac－
torβ1（以下TGFβ1）がNFκBの動態に影響してい
ることを明らかにしてきた．今回NFπBが果たしてい
る役割について，Smad　signalingとの関連に注目し検
討した．
【対象と方法】手術中に手技の一部として採取した
OSL（6検体）の非骨化部靭帯を以下の条件で培養し
た．①rhTGFβ1単独添加，②rhTGFβ1＋
rhRANK　（receptor　activator　of　NFxB）　ligand．　＠
rhTGFβ1＋pyrrolidine　dithiocarbamate（以下
PDTC）．④rhTGFβ1＋BMP2．　Dignamの方法に準
じ①②③④の核蛋白を抽出しp65RelA／NFπB，
Smad4についてWestern－Blot法を用いて検出した．ま
た非添加群をcontrolとしてALP活性について比較
した．
【結果】①4検体にp65RelA／NFκB，3検体にSmad4
が検出された．p65RelA／NFκB検出例でALP活性は
低下した．②6検体にp65RelA／NFκB，3検体に
Smad4が検出された．　ALP活性はp65RelA／NFκB
検出4検体で低下した．③3検体でSmad4のみ検出
され，この内2検体でALP活性が上昇した．④6検
体でSmad4のみ検出され，いずれもALP活性の上昇
が認められた．
【考察と結論】OSLの発症機序において，　TGFβ1の
下流にNFπBとSmad　signalが存在し，　Smadによる
未分化病葉系細胞の初期分化をNFκBが抑制してい
る可能性があると考えた．この結果は今後のOSLの
治療に重要な示唆を与える．
PC－58．
顎骨に発生した傍骨性血管腫の1例
（口腔外科学）
○遠藤　理子，金子　忠良，松田　憲一，
　高橋　英俊，千葉　博茂
　骨組織に発生する血管腫は軟組織に発生するもの
に比較してその頻度は少なく，特に頭頚部領域ではま
れとされている．今回，われわれは左側下顎骨に発生
した傍骨性血管腫の1例を経験したので，その概要を
報告する．症例は67歳の女性で，左側下顎の痺痛を主
訴として2001年4月「：　に当科を受診した．現病歴
は2㎜年10月頃より左側託顔面部の痺痛を自覚し
たためかかりつけ歯科を受診し，左側下顎臼歯の抜歯
を施行されたが，症状は軽快せず，受診した近医内科
より，大学病院口腔外科への受診を勧められ，2001年
1月に某大学病院口腔外科を受診した．左側下顎臼歯
部骨腫の診断で通院により経過観察を続けたが症状
の改善がみられないため，2001年4月1　に当院耳
鼻咽喉科を受診し，そこより精査加療を依頼され4月
　　当科を受診した．初診時の顔貌は左右非対称で，
左側下顎下縁部に半球状で骨無二の腫瘤が認められ，
同氏に圧痛を訴えた．パントモX線写真では左側下顎
骨下縁部に小指頭大の半円形，境界明瞭な不透過像を
認めた．下顎骨腫瘍と臨床診断し，2001年12月「a
に全身麻酔下に口腔外より腫瘍切除術を施行した．腫
瘤は既存の皮質骨から移行的に半球状に膨隆し，表面
は粗造で赤褐色を呈していた．病理組織学的検査では
増生した骨の表面や骨梁内にanomalous　dilated　vas－
cular　cannelが増生し，その内腔には赤血球がみられ
傍骨性血管腫との診断を得た．現在，術後5か月を経
過しているが再発等は見られない．
PC－59．
顎骨再建における仮骨延長法の応用について
（口腔外科学）
○中島　淳江，千葉　博茂，松尾　　朗，
　井上　　雄，竹内佐和子，金子　忠良，
　高橋　英俊
【目的】仮骨延長術はIlizarovにより開発され，従来は
整形外科領域で応用されてきた．1992年にMcCarthy
らがはじめて顎顔面領域に臨床応用し，現在急速にそ
の適応が拡がりつつある．当科においても最近，動物
を用いた骨延長の実験と臨床応用を開始し，成果をあ
げつつある．今回われわれは，当科で行った仮骨延長
症例について供覧し，その適応について若干の考察を
加えたのでその概要を報告する．
【症例】対象は，2001年から2002年までの1年間に仮
骨延長術を施行した6例である．性別は男性3例，女
性3例で，年齢は18歳から72歳で平均44歳であっ
た．延長部位は歯槽堤3例・下顎骨体部1日置下顎枝
1例・顎関節1例であった．口腔内装置を使用した症例
は4例，口腔外装置を使用した症例は2例であった．
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